


長
良
川
を

見
つ
や
つ
け
る

今
年
の
七
月
で
、
長
良
川
の
河
口
堰
が
閉

じ
ら
れ
て
四
年
が
経
過
す
る
。
四
年
の
聞
に

は
、
自
然
保
護
に
か
か
わ
る
話
題
だ
け
で
も
、

藤
前
干
潟
、
愛
知
万
博
、
千
歳
川
放
水
路
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
環
境
ホ
ル
モ
ン

等
々
、
多
く
の
話
題
が
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ

せ
た
。
長
良
川
河
口
堰
問
題
は
、
こ
れ
ら
の

事
件
に
お
さ
れ

一
時
期
か
ら
す
る
と
世
間
か

ら
は
忘
れ
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
も
思
え
る
。

し
か
し
、
変
わ
ら
ず
見
つ
杭つ
け
て
い
る
人

た
ち
が
い
る
。
河
口
堰
が
で
き
る
と
い
う
の

は
、
い

っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
人

間
の
く
ら
し
に
必
要
と
さ
れ
て
す
す
め
ら
れ

た
こ
の
大
規
模
公
共
事
業
は
ど
ん
な
意
味
を

持
っ
て
い
た
の
か

l
。

そ
の

一
つ
の
答
え
が
、

今
年
、
ま
と
ま

っ
た
。

予
想
ど
お
り
だ
っ
た
事
も
た
く
さ
ん
あ

る
。
し
か
し

一
方
で
、
人
間
の
予
想
を
は
る

か
超
え
た
出
来
事
が

い
く
つ
も
見
つ

か
っ

た
。長

良
河
口
堰
|

こ
の
多
く
の
犠
牲
を
払

っ
た
出
来
事
か
ら
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
の

時
代
を
生
き
て
い
く
た
め
に
、
教
え
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
開
始

今
年
、
N
A
C
S
'
J
は
長
良
川
河
口
堰

に
つ
い
て
新
し
い
報
告
書
を
発
行
す
る
。

『長
良
川
河
口
堰
が
自
然
環
境
に
与
え
た
影

響
』
と
い
う
こ
の
報
告
書
は
、
河
口
堰
の
完

成
直
前
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
環
境
の
変

化
を
ま
と
め
た
も
の
だ
。
報
告
書
の
H

は
じ

め
に
μ

(

田
中
盤
穂
氏
)
か
ら
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
に
至
っ
た
経
緯
を
ご
紹
介
し
よ
う
。

河
口
堰
と
関
連
が
あ
る
、
あ
る
い
は
関
連

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
事
象
を
で
き
る
限
り

正
確
に
記
録
に
と
ど
め
る
た
め
に
、
長
良
川

河
口
堰
に
関
心
を
持
つ
人
々
が
、
建
設
省

・

水
資
源
開
発
公
団
の
調
査
と
は
独
立
し
て
調

査

・
研
究
を
続
け
て
き
た
。

長
良
川
河
口
堰
は
、
計
画
が
発
表
さ
れ
て

か
ら
三
十
余
年
、
と
り
わ
け
着
工
後
、
環
境

へ
の
影
響
、
漁
業
へ
の
影
響
、
経
済
性
、
河

川
行
政
、
公
共
事
業
の
あ
り
方
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
面
か
ら
厳
し
い
論
争
の
的
と
な

っ
て
き

た
。
こ
の
中
で
生
ま
れ
た
二
つ
の
動
き
が
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
へ
と
つ
"つ
い
て
い

っ
た
。

一
つ
は
、
日
本
に
お
け
る
河
川
環
境
の
破

壊
の
深
刻
さ
を
憂
慮
し
て
、
長
良
川
を

一
つ

の
例
と
し
て
河
川
保
護
の
あ
り
方
を
探
ろ
う

と
い
う
、

N
A
C
S
・
J
の
と
り
く
み
で
あ

る
。
長
良
川
河
口
堰
問
題
専
門
委
員
会
を
中

心
に
し
て
、
完
成
間
近
の

一
九
九
三
年
に
運

用
前
か
ら
の
調
査
を
行
う
必
要
と
考
え
、

「
長
良
川
河
口
堰
事
業
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

グ
ル
ー
プ
」
が
組
織
さ
れ
た
。

も
う

一
つ
は
、

長
良
川
流
域
の
研
究
者

・

住
民
に
よ
る
調
査
研
究
活
動
で
あ
る
。
長
良

川
下
流
域
生
物
相
調
査
団

(
団
長

・
山
内
克
典
岐
阜
大

学
教
授
)
は
、
岐
阜
を
中
心

と
し
た
数
十
名
の
人
々
に
よ

っ
て

一
九
九

O
年
に
結
成
さ

れ
た
。
同
調
査
団
に
よ

っ
て
、

堰
運
用
前
の
汽
水
域
の
生
物

相
を
と
ら
え
た
貴
重
な
記
録

が
残
さ
れ
た
。

長
良
川
で
は
、
堰
の
運
用

開
始
後
の
ほ
ん
の

一
i
二
カ

月
の
間
に
、
心
配
さ
れ
て
い

た
現
象
が
相
次
い
で
見
ら
れ

た
。
こ
の
事
態
を
重
く
見
た

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
グ

ル
ー

プ
は
、
結
果
の
公
表
と
と
も

に
、
追
跡
調
査
を
行
っ
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル

ー
プ
の

問
で
情
報
交
換
を
よ
り
緊
密

に
す
る
た
め
に
、

一
九
九
五

年
九
月
に
「
長
良
川
研
究
フ

ォ
l
ラ
ム
」
を
開
催
。
こ
れ
は
以
後
毎
秋
に

聞
か
れ
て
い
る
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
グ
ル

ー
プ
は
、
出
発
に
あ
た
っ
て
と
り
あ
え
ず
の

目
標
を
五
年
間
と
定
め
て
い
た
。
堰
完
成
の

前
年
か
ら
昨
年
ま
で
の
五
年
間
の
同
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
調
査
結
果
と
、
長
良
川
研
究
フ
ォ

ー
ラ
ム
関
係
者
な
ど
が
実
際
に
行
っ
た
調
査

を
も
と
に
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

今
月
号
は
、
こ
の
報
告
書
を
ダ
イ
ジ
ェ

ス

ト
し
、
河
口
堰
が
で
き
た
長
良
川
に
、
い
っ

た
い
何
が
起
こ

っ
た
か
を
ご
報
告
し
た
い
。
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長良河口堰(ながらがわかこうぜき)

・事業名 長良川河口堰 ・所在地 左岸 ・三重県長島町右岸:桑名市

・事業主体 水資源開発公団(建設省直j陪事業)

・事業目的 洪水時に水を流れやすくするための川底の波探を可能にする

(波深によって起きる海水のそ上を堰でくい止める)。同時に、せき止めた水

の一部を都市用水として利用する(毎秒22.5t、愛知・ 三重県の工業 ・上水道
周として取水)。

・事業規模 河口から5.4km上、流に建設された延長661mの可動堰。12基の水
門を閉めると3αぬ万tのItT水量を持つ巨大な夕、ムになる。
・予算規模 18∞億円(当初予定は235億円)
・進捗状況 1開3年完成、試験運用を経て、 1995年7月から週間。
・環境の特性 長良川は、 l岐阜県美濃地方の北端、高鷲村から伊勢湾までの

全長158km、流域面柏1985knl。抑流部ではアマゴ、中流部のアユ、下流部の
ヤマトシジミと魚種豊富で知られる。25kmより下流では支流がほとんど流れ
込まないため水質がよく、アユの遡上量も多い。下流部は、両側を木曽川 ・

揖斐川に扶まれている。河口堰がつくられた周辺は、海の干満の影響を受け

る感神~IJ或だ っ た。
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V河口堰による影響を知るため、完
成前から各種の調査が始められた。
堰の直下でのプランクトン調査

河
口
堰
に
よ
っ
て

ど
ん
な
変
化
が
起
き
る
の
か

見
つ
づ
け
た
こ
と

長
良
川
河
口
堰
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
結
果
は
、
誌
面
に
限
り
が
あ
る
の
で
詳
細
ま

で
は
ご
紹
介
で
き
な
い
が
、
ど
ん
な
視
点
で
ど
ん
な
項
目
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
き
た

か
を
知
る
た
め
に
、
調
査
報
告
書
の
も
く
じ
を
ご
紹
介
す
る
。

-河川環境に関するチェック

水面下に隠された泥、目には見えな」、水に令まれる

物質や小さな生き物。)ljど」、う環境をつくる“土台"

にどんな変化があったかをチェック。

②動物プランクトン

「長良川河口堰湛水域における動

物プランクトンの個体数変動j山

内克典

「長良川下流河口域における大型

プランク トン相に関する調査報

告」木村清志・木村文子

③底生生物

「長良川河口堰カ、石礁付着珪藻群

集の種類組成に及ぼした影響J村
上哲生

「ユスリカ相の変化j粕谷志郎・

山内克典・足立孝

「長良川下流域から姿を消すベン

ケイガニとゴカイの仲間j伊東祐
朔・龍橋数浩・千藤克彦

「堰下流における底生動物の変化」

筏橋数浩

「シジミの鋤簾漁法による追跡調

査一堰稼働前後の比較-Jしじみ
プロジェク 卜・桑名

①水質と底質

「長良川全水系の栄養塩量に関す

る調査j村上哲生 ・黒田伸郎

「長良川下流域の藻類発生量に及

ぼす河口濯の影響J村上哲生 ・黒
田伸郎・田中豊穂

「長良川河口堰下流の河床状況お

よび塩分濃度の調査」山内克典・

粕谷志郎・田中豊穂

「河口堰下流部の底泥の性状、規

模および堆積時期J山内克典・粕
谷志郎・足立孝・古屋康則・高木

久司
「長良川河口堰周辺の堆積物の性

状と分布ーシル卜 ・粘土の堆積と

有機物の起源についてj村上哲

生・黒田伸郎 ・吉田正人・山内克

典・田中豊穂

「長良川河口堰周辺でのメタンの

発生」村上哲生 ・黒田伸郎 ・山内

昇子・八木明彦

N
A
G
S
-
J
が

問
題
に
し
て

き
た
こ
と

s
'
Jで
は
、
長
良
川
河
口
壊
の
問
題
点
を
検

討
し
た
結
果
を
こ
れ
ま
で
に
三
冊
の
報
告
書
に
ま
と
め

生態系への

影響が大小、
③水質・底質が悪化する

④貝の水揚げに大打撃を与える

⑤いろいろな生活史を持つ魚に影

響する

@河川敷の生態系が変わってしまう

-川の生物に関するチェック

川の環境が変わることて')IJを生活の場所にする
生き物は徐々に影響を受ける。)IJの生き物にど
んな変化が現れたかをチェックO

ほかに方法は
ないのか
①水害防止の根拠が不明-JII底の

掘り下げ(漫諜)か一番有効だとし

た根拠となる数字に疑問がある。

公開されていないデータも多い。

②水の供給は必要かー1970年ごろ

以降は水需要の伸びは止まってい

るのに、見直しがなされていなし、

なぜ公正な環境影響
利面ができい、のか
⑦古い計画なので十分な調査に基

づいた「環境アセスメン卜jが行

われていない

鮎の変化一漁師からの聞き取り調
査一j長良川水系・水を守る会
「長良川河口堰によるサツキマス
の遡上に対する影響」新村安雄
「長良川中流・今川における回遊
魚の年別補護僧体数の変化j後藤
宮子

④魚類
「長良川下流河口域における魚
卵・仔稚魚相に関する調査報告J
木村清志・岡田誠・山下剛司・淀
太我 ・広瀬充 ・谷山泉・佐土哲
也・木村文子
「長良川におけるアユ仔魚の流下
状況」古屋康則・足立孝・山内克典
「長良川のアユ漁獲高の変化j足
立孝

⑤植物
「長良川河口i或湛水域におけるヨ
シ原の変化j山内克典・足立孝・
古屋康則補足資料[長良川上流域における

-鳥類に関するチェック

生きて」、くために川は必要不可欠で、はあるけれ

ど、翼があるので移動もできる。そんな烏たちに

ピスな変化があったのかをチェック。

⑤野鳥
「長良川下流域におけるカモ類

の個体数変動J熊崎詔之・大
塚之稔
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白
然
の
、
}
が
変
わ
っ
た

~ 

、-
~ 

右
頁
の
各
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
か

ら、

一
部
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
す
る
。

ア
シ
原
消
滅

ア
シ
原
は
、
河
口
域
の
代
表
的
な
景
観
で

あ
る
。
水
質
浄
化
作
用
の
著
し
い
水
域
で
あ

る
こ
と
、
チ
ュ
ウ
ヒ
や
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
な
ど

の
鳥
類
が
採
餌

・
繁
殖
、
稚
魚
や
稚
貝
な
ど

河口堰は河川の環境に
どんな影響を与えたか・..

今回ご紹介した項目について図にしてみました。(編集部)

の
生
育
に
重
要
な
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

近
年
そ
の
保
全
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

長
良
川
河
口
域
の
ア
シ
原
は
、
近
年
の
護

岸
工
事
な
ど
の
た
め
に
年
々
減
少
し
て
い

た
。
建
設
省
に
よ
れ
ば
、
約
三

O
O
ヘ
ク
タ

ー
ル
あ

っ
た
も
の
が
、

一
九
九
五
年
ま
で
に

約

一
O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ま
で
減
少
し
た
と

言
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
ア
シ
は
、
潮
間

帯
(
干
潮
時
に
露
出
し
、
満
潮
時
に
水
没
す
る

区
域
)
に
生
育
し
て
い
た
。
河
口
堰
運
用
が
始

ま
る
と
、
水
位
は
八

0
セ
ン
チ
か
ら

一
三
0

セ
ン
チ
の
聞
に
保
た
れ
、
八

0
セ
ン
チ
以
下

の
区
域
は
常
に
水
没
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
変
化
が
、
ア
シ
原
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
及
ぼ
す
か
を
知
る
た
め
に
、
長
良
川
下
流

域
生
物
相
調
査
団
の
山
内
克
典

・
足
立
孝
・

古
屋
康
則
氏
に
よ
っ
て
調
査
が
行
わ
れ
た
。

湛
水
域
(
河
口
堰
に
よ

っ
て
水
が
た
ま
る
よ

う
に
な

っ
た
範
囲
)
の
ア
シ
原
は
、
年
々
衰
退

し
、
運
用
後
三
年
で
半
減
し
た
。
残
る
ア
シ

原
も
、
大
部
分
は
き
わ
め
て
成
育
状
況
が
悪

く
、
数
年
後
に
は
湛
水
域
の
ア
シ
原
は
、
中

州
や
岸
辺
の
ご
く

一
部
を
除
い
て
ほ
ぼ
消
滅

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
び
ら
(
二
頁
)
に
掲

載
し
た
ア
シ
原
の
写
真
は
、
五
地
点
で
行
わ

河川は、内陸に降った水を集めて流れ下り、海

に注ぐ。河口に近い河川の下流域では、海の潮汐

の影響力f伝わって水位や流速に潮の干満に応じた

周期的な変動が起こる。このような河川の下流水

域を「河川感潮域」と呼ぶ。一本の川にもいろい

ろな環境がある。感i朝域はその中でも特異な部分

といえる。

河川下流部の限られた水域だが、水量や淡水と

海水の混合状況は絶え間なく変化し、複雑な環境

となっている。このような変化に耐えられる生物

の種数は少ないが、河川を遡上・降下する際に多

くの魚が感潮域を通過し、たくさんの鳥も利用し

ている。ヤマトシジミやノリ 、シラウオ、シロウ

オなどは感潮域ならではの昧覚。水上交通の要と

して多くの大都会が河口近くに発展してきた。人

間活動にと ってもプラス面とマイナス面を持つ。

日本の大きな感潮域である、八郎潟、霞ヶ浦、

利根川、中海・宍道湖などは、すでに開発され感

潮域が失われた。長良川河口堰は、治水によって

起きる塩害(J11底を掘り下げるので、その分海水

が入りやすくなる)の防止のため、水中に下ろし

た堰を川の水だけが越えて流れる設計になってい

る。海水の遡上をここで止めるために堰より上流

には「感潮域」がなくなって しまうのである。

(参考資料 『河川感潮域 その自然と変貌 』西

僚八束、奥田節夫編、名古屋大学出版会発行)

海ど川が
虫会う
感潮域

れ
て
き
た
定
点
観
察
の
う
ち
の

一
カ
所
だ
。

一
方
、
水
深

一
・
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
浅

瀬
で
、
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
が
岸
辺
に
漂
着
し
増

殖
し
は
じ
め
た
。
吉
野
川
・
紀
ノ
川
・

芦
田

川
な
ど
既
存
の
河
口
堰
で
は
、
ホ
テ
イ
ア
オ

イ
や
カ
ナ
ダ
モ
な
ど
の
水
草
が
大
発
生
し
、

建
設
省
は
こ
れ
ら
の
除
去
に
多
大
な
費
用
を

投
じ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
植
物
が
今
後
、
ど

の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
、
水
質
や
ほ

か
の
生
物
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
に
な
る
か
、
系
統
的
な
調
査
・
研
究
が
必

要
だ
ろ
う
。

長
引
く
藻
類
発
生

目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
す
す
ん
で
い
る

変
化
も
あ

っ
た
。
水
質
や
川
底
に
積
も
っ
た

ヘ
ド
ロ
で
あ
る
。

水
質
の
状
態
を
知
る
目
安
の

一
つ
が
、
ク

ロ
ロ
フ

ィ
ル

a
の
濃
度
を
調
べ
る
方
法
だ
。

ク
ロ
ロ
フ

ィ
ル

a
は
植
物
に
含
ま
れ
る
の

で、

川
で
発
生
す
る
藻
類
(
植
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
)
の
増
減
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

藻
類
は
飲
み
水
に
し
た
と
き
に
臭
さ
を
感
じ

]uly/Aug. 1999 No.438自然保護5 



る
原
因
に
な
る
ほ
か
、
川
底
に
積
も
り
そ
れ

が
ほ
か
の
生
き
物
に
影
響
す
る
な
ど
、
河
川

環
境
の
根
幹
に
か
か
わ

っ
て
い
る
(
前
頁
の

「河
口
堰
は
河
川
の
環
境
に
ど
ん
な
影
響
を

与
え
た
か
」
参
照
)
。

村
上
哲
生
・

黒
田
伸
郎

・
田
中
豊
穂
氏
の

調
査
に
よ
る
と
、
長
良
川
で
は
、
試
験
湛
水

が
行
わ
れ
た

一
九
九
四
年
に
は
、
堰
の
約

一

八
キ
ロ
上
流
で
、
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル

a
濃
度
が

急
激
に
高
ま
っ
た
(
左
の
図
、
上
段
参
照
)
。
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東海大橋・伊勢大橋におけるクロロフィルa濃度の変動 (村上・黒田・田中 1999)

本
格
的
に
堰
が
閉
鎖
さ
れ
た
年
に
は
、
グ
ラ

フ
は
さ
ら
に
高
く
伸
び
て
よ
り
大
規
模
な
藻

類
発
生
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
堰
近
く
の
調
査
地
点
で
は
、
堰
完
成
前

に
も
藻
類
発
生
は
あ

っ
た
が
、
初
春
や
夏
に

短
期
間
だ
け
だ
っ
た
も
の
が
、
晩
春
か
ら
秋

に
か
け
て
何
度
も
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
(
左
の
図
、
下
段
)
O

N
A
C
S
'
J
と
西
線
八
束
氏
は
、
堰
の

影
響
と
し
て
の
藻
類
発
生
を
事
前
に
指
摘
し

て
い
た
が
、

一
九
九

O
年
当
時
、
建
設
省
・

水
資
源
公
団
は
、
堰
と
い
う
の
は
ダ
ム
と
違

う
の
で
水
は
留
ま
ら
ず
藻
類
の
発
生
は
な
い

と
し
て
い
た
。
た
し
か
に
発
生
し
た
藻
類
は

河
川
棲
浮
遊
藻
頬
と
呼
ば
れ
る
種
で
、
堰
が

つ
く
っ
て
い
る
環
境
は
、
必
ず
し
も
ダ
ム
貯

水
池
の
よ
う
な
止
水
的
な
環
境
と
同
じ
で
は

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
と
は
い
え
、

藻
類
の

発
生
は
、
堰
に
よ

っ
て
水
の
滞
留
日
数
が
伸

び
て
起
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
流
れ
に

影
響
さ
れ
る
藻
類
の
挙
動
を
読
み
解
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

川
底
に
積
も
る
ヘ
ド
ロ

長
良
川
下
流
域
生
物
相
調
査
団
の
山
内
克

典

・
粕
谷
志
郎
・
足
立
孝

・
古
屋
康
則

・
高

木
久
司
氏
ら
は
、

魚
群
探
知
機
を
使
っ
て
河

床
の
状
態
を
調
べ
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
パ
イ
プ

を
打
ち
込
ん
で
採
取
し
た
底
泥
を
分
析
し
て

占
C
ふん
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
堰
運
用
前
の

一
九
九
四

深

p
m

町

一

m

ド

T
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守
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長良川河口粧下流の河床変化 (山内 ・粕屋・足立・古屋・高木1999)

1994年は、① 3-4km地点問で婦斐川と長良川の聞の!1H貰帯 ・中州よりを通ったため、
し申んせつされていない浅瀬の河床断面が記録されている。②揖斐長良大橋の直上流部も
しゅんせつ箇所でないため、コースが多少ずれると河床断面は大き くなることがある。

ー

一
九
九
六
年
ま
で
の
二
年
間
で
、
堰
下
流

で
は
、
最
大

一
メ
ー
ト
ル
前
後
、

一
九
九
八

年
ま
で
の
四
年
間
で
最
大
二
メ
ー
ト
ル
も
の

泥
が
堆
積
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
堆

積
が
最
も
厚
か

っ
た
の
は
堰
下
回
・

八
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
付
近
で
あ

っ
た
(
右
の
図
)
。

泥
は
、
大
部
分
が
シ
ル
ト
以
下
の
細
か
い

粒
子
か
ら
な
り
、

黒
色
、
含
水
量

・
有
機
物

含
量
の
多
い
軟
泥
、
い
わ
ゆ
る

「ヘ

ド
ロ
」

で
あ
っ
た
。
河
床
面
か
ら
五
セ
ン
チ
以
上
深

い
泥
の
中
に
は
底
生
動
物
が
生
息
し
て
い
な

か
っ
た
。

6 

上
流
か
ら
来
た
泥

河
口
堰
周
辺
に
積
も
っ
た
シ
ル
卜
や
粘
土

が
ど
こ
か
ら
来
た
も
の
か
を
調
べ
る
調
査
も

さ
れ
て
い
る
。
村
上
哲
生

・
黒
田
伸
郎

・
吉

田
正
人
・
山
内
克
典

・
田
中
豊
穂
各
氏
に
よ

る
調
査
は
、

船
か
ら
採
泥
器
で
集
め
た
泥
の

分
析
、
超
音
波
探
査
に
よ
る
堆
積
物
の
厚
さ
、

泥
に
含
ま
れ
る
珪
藻
遺
骸
群
集
の
種
類
組
成

を
調
べ
た
。

堰
の
下
流
に
積
も

っ
た
珪
藻
遺
骸
は
、
上

流
に
積
も
っ
て
い
た
の
と
同
じ
淡
水
産
、
つ

ま
り
上
流
か
ら
供
給
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん

ど
だ

っ
た
。
お
そ
ら
く
堰
上
流
に
積
も
っ
た

藻
類
の
遺
骸
が、

高
水
時
、
ま
た
は
堪
操
作

に
よ
り
下
流
に
排
出
さ
れ
て
底
に
沈
降
し
た

後
、
堰
が
あ
る
こ
と
で
起
き
る
鉛
直
循
環
流

と
い
う
流
れ
に
乗
っ
て
、
再
び
堰
下
流
に
堆

積
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

シ
ジ
ミ
の
交
代
と
消
滅

)uly/Aug. 1999 No.438自然保護

長
良
川
は
、
シ
ジ
ミ
の
名
産
地
で
あ
る
。

シ
ジ
ミ
漁
で
使
わ
れ
る
鋤
簾
(
じ
よ
れ
ん
)

を
使
っ
た
シ
ジ
ミ
の
監
視
調
査
が
、
し
じ
み

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

桑
名
(代
表
・
伊
藤
研
司
)

に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
。
同
会
は
、
木
曽

・
長



良

・
揖
斐
川
の
河
口
域
で
の
シ
ジ
ミ
を
主
要

な
対
象
と
し
て
い
る
赤
須
賀
漁
業
協
同
組
合

員
の
有
志
と
桑
名
・
長
良
川
河
口
堰
を
考
え

る
会
が
、
調
査
の
た
め
に
発
足
さ
せ
た
組
織

だ
。
調
査
方
法
に
つ
い
て
悩
ん
だ
結
果
、
漁

業
の
実
際
を
反
映
す
る
方
法
と
し
て
鋤
簾
に

よ
る
採
取
を
採
用
し
た
と
い
う
。

河
口
堰
建
設
の
影
響
を
め
ぐ
る
議
論
の
中

で
も
、
シ
ジ
ミ
漁
業
へ
の
影
響
は
大
き
な
課

題
に
な
っ
て
い
た
。
建
設
省
は
、

一
九
九
二

年
に
は
「
堰
の
上
流
側
は
、
河
口
堰
の
完
成

後
淡
水
化
す
る
た
め
、

汽
水
域
で
繁
殖
す
る

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
は
生
育
で
き
な
く
な
る
。
ま

た
、
堰
下
流
域
で
は
汽
水
域
が
維
持
さ
れ
る

の
で
生
息
環
境
は
保
た
れ
る
が
、

川
底
を
掘

り
下
げ
る
工
事
な
ど
の
影
響
を
受
け
る

. ヤマトシジミ

仁コマシジミ

一長良川;堰上10.6km-
5000 

4000 

nu 
nu 
nu
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ヤマトシジミとマシジミの録取量の推移 (しじみプロジェウ 卜・ 桑名1999)

区
域
で
、
漁
獲
量
が
減
少
す
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
」
と
し
て
い
た
。

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
は
、
河
口
堰
の
下
流
側
で

も、

一
九
九
四
年
六
月
ま
で
は
か
な
り
獲
れ
て

い
た
が
、
そ
れ
以
降
激
減
し
、
建
設
省
の
言
っ

て
い
た

「減
少
」
を
通
り
越
し
て

一
九
九
六
年

か
ら
は
ま

っ
た
く
獲
れ
な
く
な

っ
て
し
ま

っ

た
。
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
が
減
少
し
始
め
た
時
期
は
、

堰
の
試
験
運
用
が
始
ま

っ
た
時
期
と
ほ
ぼ

一
致

す
る
。
隣
接
す
る
揖
斐
川
の
採
取
量
は
減
少
し

て
い
な
い
こ
と
、

川
氏
一の
竣
深
は
シ
ジ
ミ
が
激

減
す
る
以
前
の

一
九
九
四
年
に
は
す
で
に
完
了

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
堰
の
設
置

・
運
用
が
下

流
の
シ
ジ
ミ
の
現
象
に
影
響
し
た
こ
と
は
ほ
ぼ

間
違
い
な
い
。

淡
水
化
す
る
堰
の
上
流
側
で
は
、
ヤ
マ
ト

シ
ジ
ミ
は
自
然
に
は
繁
殖
し
な
い
こ
と
は
事

前
に
も
予
測
さ
れ
て
い
た
た
め
、
地
元
の
漁

協
に
よ

っ
て
揖
斐
川
か
ら
稚
貝
が
移
動
放
流

さ
れ
た
。
最
初
は
か
な
り
の
貝
が
と
れ
た
。

し
か
し
、
次
第
に
減
少
し
て
い
る
こ
と、

平

均
重
量
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
繁
殖

し
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
稚
員
の
移
動
放
流

の
効
果
は
十
分
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
堰
上
流
側
で
は
、
閉
鎖
の

一
年
後

く
ら
い
か
ら
、
淡
水
に
す
む
マ
シ
ジ
ミ
が
獲

れ
始
め
、

急
速
に
増
加
し
た
。
あ
る
程
度
予

測
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
の
マ

シ
ジ
ミ
も
ま
た
減
少
し
始
め
て
い
る
。
曜
の

上

・
下
流
で
進
行
し
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る

N

ヘ
ド
ロ
μ

の
堆
積
と
も
関
連
し
た
現
象
な

の
か
は
、
引
き
続
き
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

1998 (年)

]uly/Aug. 1999 NO.438自然保護

河口堰運用開始
v 

三
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
マ
ガ

モ
・
カ
ル
ガ
モ
な
ど
二
O
種
が
観

察
さ
れ
て
い
る
。
過
去

一
0
年
間

の
推
移
を
見
る
と
、
県
全
体
と
同

じ
ゆ
る
い
増
加
傾
向
に
あ
る
。

河
口
堰
運
用
前
後
で
、
個
体
数

の
平
均
値
を
比
較
す
る
と
、
増
加

し
て
い
た
の
は
、
カ
ル
ガ
モ
・
ホ

シ
ハ
ジ
ロ

・
キ
ン
ク
ロ
ハ

ジ
ロ

・

ヒ
ド
リ
ガ
モ
で
あ
り
、
減
少
し
た

の
は
マ
ガ
モ

・
コ
ガ
モ
で
あ
っ

た
。
減
少
し
た
マ
ガ
モ

・コ

ガ
モ

は
運
用
前
か
ら
個
体
数
が
多
く
、

減
少
傾
向
は
わ
ず
か
だ

っ
た
。

増
加
し
た
カ
モ
の
中
で
、

キ
ン

ク
ロ
ハ

ジ
ロ
は
、
河
口
堰
運
用
後

の

一
九
九
六
年
に
急
激
な
増
加
を

し
た
後
で
、
九
七
年
、
九
八
年
と

大
き
く
減
少
し
た
(
上
図
)
。
キ
ン

ク
ロ
ハ

ジ
ロ
の
主
食
は
二
枚
貝
と

い
わ
れ
て
い
る
。
千
葉
県
の
利
根
川
河
口
堰

で
は
、
キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ
の
餌
で
あ
る
シ
ジ

ミ
な
ど
の
員
類
の
減
少
と
の
関
係
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
長
良
川
で
も
同
様
の
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
が
、
河
口
堰
運
用
三
年
ほ
ど
前
か

ら
姿
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
て
お
ら
ず
、
堰
の

運
用
後
の
減
少
と
い

っ
て
も

一
九
九

O
年
こ

ろ
に
戻
っ

た
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。
一

九

九
六
年
の
急
増
は
流
速
の
変
化
な
ど
餌
の
取

り
や
す
い
条
件
を
つ
く

っ
て
い
た
な
ど
も
考

え
ら
れ
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

1997 1996 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 

長良川河口煙運用後の力モの個体数推移 (熊崎・大塚 1999)
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増
え
る
力
モ
減
る
力
モ

日
本
野
鳥
の
会
岐
阜
県
支
部
で
は
、
県
下

の
カ
モ
科
類
の
個
体
数
調
査
を
毎
年

一
月

一

五
日
前
後
に
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

長
良
川
下
流
域

(岐
阜
県
海
津
町
)
で
の

一

0
年
間
の
調
査
結
果
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

河
口
堰
運
用
開
始
の

一
九
九
六
年
を
境
に
個

体
数
の
変
動
が
見
ら
れ
た
。

長
良
川
下
流
域
は
、
岐
阜
県
内
で
は
最
も

多
く
の
カ
モ
類
が
渡
来
す
る
場
所
で
あ
る
。

一
九
九
八
年
に
は
県
内
の
カ
モ
総
個
体
数
の

7 



サ
ツ
キ
マ
ス
の
季
節

サ
ツ
キ
マ
ス
は
昭
和
初
期
ま
で
は
、
ア
マ

ゴ
の
生
息
す
る
多
く
の
河
川
で
見
ら
れ
た
。

し
か
し
現
在
で
は
、
自
然
状
態
で
産
卵
が
確

認
さ
れ
、
漁
業
が
成
り
立
つ
ほ
ど
の
個
体
数

が
生
息
す
る
の
は
長
良
川
だ
け
と
な

っ
て
い

る
。
通
し
回
避
魚
で
あ
る
サ
ツ
キ
マ
ス
に
と

1993 

サツキマス(j最影 ・田口茂男)

1200 

1000 

サ
.:; 
キ
マ
ス
;~j 800 
1量
数

溜
i由

d 600 
/ 
緊

lft 
l市
1量
尾 400
数

200 

っ
て
河
口
堰
は
、
降
海
と
遡
上
の
い
ず
れ
に

も
大
き
な
障
害
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。

サ
ツ
キ
マ
ス
研
究
会
は、

一
九
八
九
年
か

ら
小
型
電
波
発
信
器
を
使
っ
て
、
降
下
時
と

遡
上
時
の
河
川
内
で
の
移
動
に
関
し
て
の
行

動
調
査
、

一
九
九
二
年
か
ら
は
漁
業
者
の
協

力
を
得
て
漁
獲
数
の
推
移
、
漁
獲
個
体
の
形

態
計
測
な
ど
を
行
っ
た
。

長
良
川
の
下
流
域
で
は
サ
ツ
キ
マ
ス
が
遡

|
」

日

上
す
る
時
期
に
、
ト
ロ
流
し

p
a
噌

」

au
吹

a

w

一
引
佐

網
と
呼
ば
れ
る
流
し
刺
し
網

$

。

」

'
3

いい

ι

引

に
よ
る
漁
が
、
同

一
の
業
者

仇
υ

一

一日

-
M

に
よ

っ
て
長
年
に
同
じ
場

司

]
日

所
・漁
法
で
行
わ
れ
て
い
る
。

キ

ム一μ]
ι

河
口
か
ら
三
八
キ
ロ
メ

を

一
E

制

↓

3

l

ト
ル
地
点
の
漁
獲
数
は
、

の

」
6

問

「

一
九
九
五
年
以
外
は
例
年

修

」
日

ト

]
B

七

0
0
1

一0
0
0
尾
台

前

IJ

L

内

d

端

午
一げ
を
推
移
し
て
お
り
、
河
口

内

リ

」

2

体

↓

5

け

堰
に
よ
る
サ
ツ
キ
マ
ス
遡

]
n

q
 

t
m目
上
に
対
す
る
影
響
は
見
ら

』
引
噺
れ
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

]
引
枇

し
か
し
、
各
年
の
漁
期

一
日
僻

を
見
る
と
、
河
口
堰
運
用

官

蜘

後
は
、
サ
ツ
キ
マ
ス
の
漁

辻
日
鱒

獲
日
が
遅
く
な
る
傾
向
が

ケ
賭
見
ら
れ
た
(
上
図
)
。

E

j

m

サ
ツ
キ
マ
ス
漁
の
最
盛

田
上
一行

期
が
い
つ
で
あ
る
か
を
見

土

切

る
た
め
、
各
シ

ー
ズ
ン
の

0

4

五

O
パ
ー
セ

ン
ト
の
漁
獲

に
達
し
た
日
を
調
べ
る
と
、

見直しを強く訴えてきたのに聞き入れられ

ずに事業がすすむーが‘っかりしてそれっきり

になってしまいそうなところだが、地元の市

民も、研究者も、 NACS-jも、誰もあきらめず、

忘れることなく 、事業のゆくえを見つづけて

きた。愚かな自然破壊を繰り返すのではな く、

今からでも改善できることのために、そして

そこから学んだことを今後に生かすために、

モニタリング(継続監視)は必要不可欠だ。

長良川での5年以上にわたる調査を支えて

きたのは、長良川を大切に思う人々の熱意に

ほかならなL、。そして、その熱意を金銭面か

ら支えてきたのが、自然保護のための助成金

制度だった。

NACS-jでわかっているものでは、(財)自然

保護助成基金が、 100万円ずつ 5年間と、報告

書の印刷費用70万円を提供。NACS-jからは

50万円ずつ5年間の資金提供をつづけてきた。

合計820万円。皆さんの会費や寄付も、この一

部を担っている。

一方、河口堰をつくった水資源開発公団で

も1虫自にモニタリングを行っている。こちら

の経費は総額14億円。堰完成時から始ま った

ので、結果は来年にま とまるという。予算は

桁違いだがNACS-jがまとめた調査結果も内容

は遜色はなし、。

5年間の
調杢を
支えてきた
もの

河
口
一服
運
用
前
は
五
月
六

i
一
五
日
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
運
用
後
は
五
月
二
七、

二
八

日
に
ず
れ
込
ん
で
い
る
(
上
図
矢
印
)
。
漁

の
終
了
日
も
、
五
月
中
だ

っ
た
の
が
六
月
に

な
っ
て
も
相
当
数
の
サ
ツ
キ
マ
ス
が
遡
上
し

漁
獲
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
漁
業
者
に
よ

る
と
、
同
地
で
五

O
年
以
上
も
サ
ツ
キ
マ
ス

漁
を
行
っ
て
い
る
が
漁
期
が
六
月
ま
で
ず
れ

こ
ん
だ
年
は
河
口
堰
運
用
以
前
に
は
な
か

っ

た
と
い
う
。

二
週
間
ほ
ど
の
遡
上
の
遅
れ
が
サ
ツ
キ
マ

ス
の
生
活
史
全
体
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及

ぽ
す
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
経
済
活
動

8 

の
面
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
影
響
は
大
き
い
。

さ
っ
き
、
す
な
わ
ち
五
月
と
い
う
名
称
自
体

が
意
味
す
る
よ
う
に
五
月
の
季
節
の
魚
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
損
な
わ
れ
、
ま
た
、

六
月
に

な
る
と
ア
ユ
漁
が
本
格
化
す
る
と
と
か
ら
サ

ツ
キ
マ
ス
の
市
場
価
値
は
下
落
す
る
。
現
実

に
こ
の
業
者
は
、
年
間
契
約
で
全
量
出
荷
し

て
い
た
料
理
屈
か
ら
九
七
年
か
ら
は
受
け
入

れ
を
制
限
さ
れ
、
従
来
は
行
わ
な
か

っ
た
岐

阜
市
場
へ
の
出
荷
に
切
り
替
え
た
と
い
う
。

ま
た
、
河
口
堰
運
用
に
伴
い
、
最
下
流
の

漁
場
は
波
深
に
よ
り
漁
場
そ
の
も
の
が
な
く
な

っ
た
り
、
湛
水
域
に
あ
た
る
漁
場
は
引
き
潮
を

]uly/Aug. 1999 No.438自然保護



シンポジウムのと、案内

利
用
し
て
網
を
流
せ
な
く
な

っ
た
漁
業
者
は
、

一
九
九
五
年
の
不
漁
も
あ
っ
て
、
木
曽
川
・

揖

斐
川
に
漁
場
を
移
し
て
い
る
。

(
文
中
の
図
は
す
べ
て

『長
良
川
河
口
堰
が

自
然
環
境
に
与
え
た
影
響
』
か
ら
引
用
、
ま

と
め

・
『自
然
保
護
』
編
集
部
)

冨
又
斐
川
可
コ
匿
目
司
選
と
ま

E
Z
E
E
-
J
Z
J
r
L
4
A
E
l
固
定
t
ζ
s
l

伺
だ
っ
た
の
か

以
上
が
、
長
良
川
河
口
則
一で
つ
づ
け
ら
れ

て
き
た
五
年
間
の
追
跡
結
果
の
概
要
だ
。
こ

れ
ら
は、

調
査
グ
ル
ー
プ
の
手
で
行
え
た
調

査
に
限
定
さ
れ
た
の
で
、
ほ
か
に
も
影
響
が

起
き
て
い
る
可
能
性
は
残
っ
て
い
る
。

N
A
C
S
'
J
で
は
、

今
年
、
河
口
堰
問

題
小
委
員
会
を
設
立
す
る
。
建
設
か
ら
す
で

に
二
八
年
が
経
過
し
た
千
葉
の
利
根
川
河
口

堰
、
現
在
計
画
を
め
ぐ
っ
て
議
論
さ
れ
て
い

る
徳
島
の
吉
野
川
第
十
堰
、
そ
し
て
今
回
五

年
間
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
結
果
が
出
た
長
良
川

河
口
堰
。
い
ず
れ
も
河
川
の
特
異
な
環
境
で

あ
る
感
潮
城
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
公
共

事
業
で
あ
る
。
委
員
会
で
は
こ
れ
ら
の
河
口

堰
事
業
の
問
題
点
を
検
討
す
る
予
定
で
あ

り
、
第

一
に
、
今
回
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果

NACS-J主催、自然保護助成基金後援

「長良川河口堰の影響を科学的に検証するJ
今月号でダイジェス卜をご紹介したとおり、長良川河口堰事業

モニタリンクグループ、長良川下流生物相調査団、サツキマス研

究会などが行ってきた追跡調査の結果が、報告a書 『長良川河口

堰が自然環境に与えた影響』 にまとまりました。この報告書をも

とに、河口纏が自然環境に与えた影響を科学的に検証、建設省を

まじえ、河口堰の影響について共通理解を深めたいと考えます。

.日時 7月17日(土)13時30分-17時

.場所 オリンピック記念青少年総合センタ-501会議室(東京都

渋谷区、小田急線参宮橋駅下車徒歩5分)

・講演 長良川河口堰が自然環境に与えた影響(講師

生・山内克典・新村安雄)

・討論長良川河口堰の自然環境への影響をどうとらえるか 〈司

会 田中豊穂/パネラー 西候八束、奥田節夫、山内克典、新村

安雄、 建設省ほか〉

.問い合わせ NACS-J保護研究部会03-3265-0523

村上哲

を
も
と
に
長
良
川
河
口
堰
を
検
討
す
る
計
画

で
あ
る
。
N
A
C
S
I
J
が
過
去
に
設
置
し

た
長
良
川
問
題
委
員
会
委
員
で
あ
っ
た
研
究

者
ら
を
中
心
に
、
人
選
を
す
す
め
て
い
る
。

長
良
川
で
起
き
て
い
る
事
実
と、

着
工
以
前

に
建
設
省
が
予
測
し
て
い
た
こ
と
の
照
ら
し

合
わ
せ、

今
か
ら
少
し
で
も
河
川
環
境
を
改

善
す
る
方
策
、
河
川
保
護
行
政
、
環
境
影
響

予
測
評
価
制
度
へ
の
反
映
な
ど
、
多
く
の
作

業

・
議
論
が
予
想
さ
れ
る
。

す
で
に
、
地
元
自
然
保
護
団
体
や
日
本
生

態
学
会
か
ら
は
堰
の
運
用
に
対
し
て
提
案
が

始
ま

っ
て
い
る
。
N
A
C
S
'
J
と
し
て
ど

の
よ
う
な
提
案
を
す
る
か
、
委
員
会
の
検
討

を
も
と
に
方
針
を
定
め
た
い
。

長
良
川
河
口
堰
問
題
か
ら
、
ど
れ
だ
け
多

長良川河口堰建設をやめさせる市民会議ほか主催

'99・救え長良JlIDAY
「公共事業、世界の潮流・日本の逆行j
・日時 10月16日(土)18時-17日(日)13時

・場所三重県長島町伊勢大橋上流河川敷 (雨天決行)

・内容 10月16日“巨大公共事業、われらが止めた"千歳川放水

路 日本野鳥の会・ 北海道指導漁連、土幌高原道路北海道自然

保護協会、藤前干潟 藤前干潟を守った会・辻淳夫、大規模林道

朝日ー小回線全国林道ネットワーク、細川内ダム休止村長・藤

田恵、吉野川第十纏改築・ストップへあと一歩 姫野雅義/講演

五十嵐敬喜(法政大教捜)/ “救おう、救うぞ、われらが手で"/講

演 CW.ニコル、筑紫哲也

10月17日 「公共事業の世界の潮流に学べj

スピーチ、デモ出発~河口堰へむけで など

く
の
こ
と
を
学
び
、
こ
れ
か
ら
の
自
然
保
設

に
反
映
さ
せ
る
か
、
全
力
を
尽
く
し
た
い
。

今
後
と
も
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

-

今
回
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
ご
紹
介
し
た
報

告
書
を
お
わ
け
し
て
い
ま
す
。

-
報
告
書

『長
良
川
河
口
堰
が
自
然
環
境
に

与
え
た
影
響
』

-
仕
様

A
4
判
、
一
五
O
頁
(
一
部
カ
ラ
ム

-
価
格

コ
二
五
O
円、
会
員
二
八
三
五
円
(各
税
込
)

・
送
料

七
O
O
円

-
申
し
込
み
方
法

書
名
を
明
記
の
う
え
、

送
料
を
添
え
て
ご
送
金
く
だ
さ
い
。

-
郵
便
振
替
口
座

0
0
1
只り
'
2
'
5
1

7
7
5
/加
入
者
名
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日
本
自
然
保
護
協
会

国際シンポジウム
「公共事業、世界の潮流・日本の逆行」
行政改革法案が国会を通過すると2001年に「国土交通省Jかでき
る。「自然再生jを目指す世界の潮流に反し、日本の地方財政破綻

を増加させるこの動きを受け、長良河口堰現地で、わが国の公共事

業を考える。

・日時 10月16日(土)

・場所 三重県長島町中央公民館(河口堰現地)

・内容 ドイツ 新しい川の思想「再自然化J/オランダ 干拓地
の再生/アメリカ 21世紀にクレンキャニオンタムのゲートが上

げ、られる/ニュージーランド 世界で最も先進的な環境法/日本

の現状 天野礼子/公共事業の変革が日本を救う 五十嵐敬喜

(法政大教捜)

.問い合わせ 長良川河口痕建設に反対する会・高木

H058-272-8495 FAX058-271-8279 


